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ヒヤリ・ハット事例のうち、事例の内容が「薬剤取違え」であった事例が１，３７２件

報告されています。（集計期間：2010年1月1日～2010年12月31日）

このうち、薬効類似注）に関する事例３６４件について、ヒヤリ・ハットが発生した「発

生場面」と患者に調剤した医薬品の交付の有無を示す「実施の有無」を下表に示します。

なお、医薬品を交付した「実施あり」の割合が多かった「注射薬調剤」については、赤色

で示しています。

注）「薬効類似」とは、販売名として報告された「処方された医薬品」と「間違えた医薬品」の個別医薬品

コードの先頭４桁から６桁が一致する医薬品をいいます。

※薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業「平成２２年年報」Ｐ１１７図表２－７を改変

実施の有無

発生場面

実施あり
（投薬あり）

実施なし
（投薬なし）

計

内服薬調剤 ２３ １７４ １９７

外用薬調剤 １６ ８０ ９６

注射薬調剤 ７ ４ １１

その他の調剤に関する場面 １７ ４３ ６０

計 ６３ ３０１ ３６４

事 例

週２回の注射薬の在庫管理チェックをしていた時、ノボリン３０Ｒ注フレックスペンが２本多

く、ノボラピッド３０ミックス注フレックスペンが２本少なかったことに気づいた。そこで、薬

剤使用者リストを検索すると、当該患者と推測されたため、すぐに連絡した。幸い、そのまま冷

蔵庫に保管してあり、未使用であった。すぐに患者宅に取替えに行き、お詫びをした。

注射薬を投薬した主なヒヤリ・ハット事例を以下に示します。

事例が発生した薬局の取り組み（改善策）

○注射薬点検が役に立ったため、これからも継続していく。

○注射薬ラベルと処方せん、薬歴の確認を再度徹底する。
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